
内部
評価

外部
評価 調査内容と評価結果

○ △ ①中心市街地であるが
　賑わいが少ない

○ ○
①バス停あり
②国道から約 350 ｍ
③県道沿い

○ ○
①全て土地開発公社所
　有地のため短期間で
　容易に行える。

○ ○

①用地取得が容易で有
　利な事業債の活用期
　限に対応可能

○ ○ 事業費約 33億円
　庁舎建設費+用地費

○ △ 垂水市防災マップでは
想定区域外

△ △

防災マップでは河川浸
水想定 0.5 ｍ未満の区域
であるが、設計時に対策
されるので問題はない

○ ○

敷地周辺が広く物資置
場などの拠点機能を設
けることができるので
拠点性は高い

○ ○
病院、市場等、公共ゾー
ンとの連携が容易・景観
がよい

○ ○ 対象なし

○ ○ 一団の土地（16,000㎡）
であり拡張性は高い

内部
評価

外部
評価 調査内容と評価結果

○ ○ ①中心市街地であり
　集積度が高い

○ ○ ①バス停あり
②国道 220 号沿い

△ △

①計画敷地 10,000㎡
　に対して 5,200㎡不足
②区画内に大型店舗が
　あるため調整等を行
　う必要がある。

△ △

①用地取得に最大 2 年
　を見込んでおり、有利
　な事業債活用期限に
　対応できるか課題あり

△ △
事業費約 38億円
　庁舎建設費+用地費
　+補償費
　※補償費は建設費のみ

○ ○ 垂水市防災マップでは
想定区域外

○ ○ 垂水市防災マップでは
想定区域外

△ △
計画区域周辺に余裕が
ないので拠点性は高く
ない

○ ○ 商業エリア連携が容易

△ △ 現有機能である市民館、
公民館の検討が必要

△ △ 計画地だけでは土地が
狭く拡張性は低い

内部
評価

外部
評価 調査内容と評価結果

○ ○ ①中心市街地であり
　集積度が高い

○ ○
①バス停あり
②国道から約 30ｍ
③県道沿い

△ ×

①計画敷地 10,000㎡
　に対して 6,400㎡不足
②区画内に店舗が多く、
　市道をまたぐため一
　体的に整備できない。
③仮設庁舎が必要

△ ×

①用地取得に最大 3 年
　を見込んでおり、有利
　な事業債活用期限に
　対応できるか課題あり

△ ×
事業費約 40億円
　庁舎建設費+用地費
　+補償費 +仮設庁舎費
　※補償費は建設費のみ

○ ○ 垂水市防災マップでは
想定区域外

○ ○ 垂水市防災マップでは
想定区域外

△ △
計画区域周辺に余裕が
ないので拠点性は高く
ない

○ ○ 商業エリア連携が容易

○ ○ 対象なし

△ △ 計画地だけでは土地が
狭く拡張性は低い

評価
基準 評価項目

１
市民の
利便性

都市
機能集積
賑わい

交通
アクセス

２
計画の
経済性と
実現性

用地取得

工期

概算
事業費

３
防災
拠点
安全性

津波

浸水

防災
拠点性

４
まち
づくり
との
整合性

各種計画
との整合

他公共施設
再編

公共施設
の拡張性

  　 垂水市役所A 　  垂水市市民館B 　  旧フェリー駐車場C

２
新
庁
舎
の
建
設
場
所

　

庁
舎
整
備
候
補
地
は
、
基
本

構
想
の
中
で
一
刻
も
早
い
整
備

が
必
要
な
こ
と
と
財
政
へ
影
響

を
考
慮
し
、「
垂
水
市
役
所
」「
市

民
館
」「
旧
フ
ェ
リ
ー
駐
車
場
用

地
」
の
３
箇
所
を
候
補
と
し
て
、

こ
の
中
か
ら
整
備
位
置
を
決
定

す
る
予
定
で
す
。

　

建
設
場
所
の
決
定
に
つ
い
て

は
、
こ
の
３
つ
の
候
補
地
を
「
①

利
便
性
、
②
経
済
性
、
③
安
全

性
、
④
ま
ち
づ
く
り
」
の
観
点

か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
昨
年
12
月
20

日
に
庁
内
検
討
委
員
会
に
よ
る

内
部
評
価
、
12
月
21
日
に
外
部

委
員
で
組
織
す
る
新
庁
舎
検
討

委
員
会
に
よ
る
外
部
評
価
を
行

い
、
下
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
評
価

結
果
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

等
で
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

頂
戴
し
、
整
備
位
置
を
決
定
す

る
予
定
で
す
。

◎整備候補地
　評価結果

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

７概算事業費と財源

費目

概算事業費

A
垂水

市役所

B
垂水市
市民館

C
旧フェリー

駐車場

新庁舎
建設費

31 億 1,100　
万円

31 億 1,100　
万円

31 億 1,100　
万円

用地費 1 億 1,200　
万円

1 億 2,000　
万円

1 億 7,900　
万円

補償費 2 億 3,800　
万円

5 億 3,800　
万円 －

仮設庁舎
建設費

5 億 4,000　
万円 － －

合計 40 億 100　
万円

37 億 6,900　
万円

32 億 9,000　
万円

◎候補地ごとの概算事業費

◎新庁舎建設費の財源
　新庁舎建設に要する費用（用地費等を除く）は

「市有施設整備基金」と「地方債」を財源とします。

①市有施設整備基金
　※平成 28 年度末の積立額は、約 11 億円となっており、今
　　後の財政への負担を増加させないためにも、可能な限り
　　積み立てを行います。

②地方債
　※熊本地震等を受けて平成 29 年に設置された交付税措置の
　　ある「公共施設等適正管理推進事業債」を活用予定です。
　　ただし、平成 32 年までの限定措置のため、この期間内に
　　起債の活用協議を終了させる必要があります。

　

今
回
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す

新
庁
舎
づ
く
り
の
考
え
方
を
ま

と
め
た
「
垂
水
市
新
庁
舎
建
設

基
本
計
画
骨
子
案
」
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
次
の

と
お
り
、
実
施
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。（
39
ペ
ー
ジ
参
照
）

■
日
時

　

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
～

　

平
成
30
年
３
月
２
日
（
金
）
の

　

30
日
間

■
計
画
骨
子
案
の
公
表
場
所

　

垂
水
市
役
所
ロ
ビ
ー

　

牛
根
・
新
城
支
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
意
見
提
出
方
法

　

直
接
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム

で
の
投
稿

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
政
策
課

　

政
策
推
進
係
☎
２
４
５

４新庁舎の空間構成
　各機能ごとに、各階層で配置を予定しています。

５事業手法
　①事業方式／設計施工分離発注方式
　　 ※設計施工分離発注方式：設計と施工業務をそれぞれの
　　　 段階で設計者と施工者を個別に発注し、契約する方式。
　　　公共事業では最も一般的な発注方式です。

　②設計者選定方法／プロポーザル方式
　　 ※プロポーザル方式：その計画に、最も適切な想像力と
　　　技術力を持つ事業者をプレゼン等により選定する方式。

３新庁舎の規模算定
　①規模算定の基本指標
　　将来人口：14,374 人
　　職員数：250 人、議員数：14 人
　　※将来人口は、垂水市人口ビジョン平成 32 年推計人口
　　※職員数は、特別職・臨時職員を含む

　②新庁舎の規模・面積の目安
　　延床面積：約 6,000㎡、敷地面積：約 10,000㎡

上層階 議会、その他

中層階 執務室、執行部、その他

低層階 市民交流、窓口サービス、その他

６スケジュール
　完成は平成 34 年度を予定しています。

基本構想
基本計画

29 年度 30 年度 31 年度 32 年度 33 年度 34 年度

基本設計
実施設計・申請

建設工事 外構工事
供用開始

※現時点の想定概算であり、変動の可能性があります。
※補償費は、建物建築費のみで試算しており、
　補償内容により増加します。

【評価凡例】○：適している、△：課題があるが対応可能、×：適していない
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